
平成28年 9月 7日

沖縄県立図書館協議会

　【評　価】

１　基本指標

番号 具体的な指標 評価

評価

1 ・入館者数 4

2 ・蔵書冊数 4

3 ・貸出冊数 5

4
・レファレンス件
数

5

２　個別指標

（1）広域型図書館
番号 努力点 区分 推進項目 具体的な指標 評価

評価 評価

①
ア レファレンス事例の発

信
・レファレンス事例の
  データベースへの掲
　載件数

3

・目標値を達成することがで
き、かつ国立国会図書館よりレ
ファレンス協同データベース事
業において、アクセス件数が
212，720件あり、事業に貢献し
たとし、お礼状が寄せられた。

オ 高度なアクセシビリ
ティの確保（利便性の
確保）

・ウェブアクセシビリ
  ティチェックサイト
　の評価点数

－

・HPリニューアル後チェックサ
イトによる評価点数の使用がで
きなくなっている。今後も情報
発信を充実させるとともに、ア
セクシビリティについては留意
していきたい。

②
ア 市町村立図書館への資料

配送及び市町村立図書館
間の相互貸借を支援する
物流システムの構築

・市町村巡回車運搬冊
　数

5

・各図書館間での図書の相互貸
借が活発に活用されていること
を受け、それを支援する巡回車
の運搬冊数もかなり増えてい
る。

・一括貸出冊数 5

・移動図書館貸出冊数
  （開催回数）

5

沖縄県立図書館評価指標に基づく図書館評価

［項目別達成度評価］

努力点別評価 基本方向別評価

3.0

ＷＥＢサイト
の充実

市町村立図書
館を通じた
サービスの提
供

・２つの努力点とも目標値を達
成した。

・WEBサイト等については、こま
めに情報更新を行うよう努めて
おり、今後も様々な情報を積極
的に発信し、図書館事業の周知
に活用していきたい。

・離島等の住民が、各市町村教
育委員会を通じて県立図書館の
図書を利用できる協力貸出事業
を継続するとともに、福祉施設
等これまで実績がない施設への
貸出等も始めており、今後も図
書館未設置町村や必要な施設等
への読書活動への支援をより充
実させていきたい。

・移動図書館については、本の
貸出だけでなく、読み聞かせや
落語等を併せて行うことで本へ
の興味を抱かせるような取組も
増やしている。
　なお、平成28年度から住民の
要望を受け、移動図書館の貸出
冊数を10冊から15冊へ増やして
いる。

4.0

5.0

・新館開館に向け、様々なジャ
ンルの蔵書冊数を増やしたこと
もあり、貸出冊数が増えてい
る。
また、展示やイベントの内容を
工夫したこと等もあり、入館者
数も目標値を上回った。

4.5

基本方針評価

・各教育事務所主催の研修会や
個別の学校訪問等で一括貸出制
度について周知を図ったとこ
ろ、学校からの貸出冊数が増え
ている。

・館外用図書の充実を図ったこ
ともあり、貸出冊数が伸び、目
標を達成した。

提言事項

県民の知識要求に対応できるよう的
確な資料の収集・整理・保存に努
め、その利用促進を図る。

エ 離島や遠隔地の市町村
立図書館との共同事業
の実施

　なお、広域型図書館の「ウェブアクセシビリティーチェックサイトの評価点数」については、前に使用していたチェックサイトが使用できなくな
り、現在は評価をしていないとのことだが、障害者差別解消法の視点からもホームページのアクセシビリティーは重要な課題であり、適切な
情報発信のために必要なチェックを実施する必要がある。

今後の県立図書館の取組として、ビジネス支援や子育て支援はもちろん大事なことではあるが、団塊の世代やシニアのための社会教育に
ついても、取組を強化していただきたい。

　平成27年度の図書館の運営について、基本指標、個別指標ともに目標を達成し、概ね良好に運営されていると評価できる。

基本指標である「レファレンス件数」については、単に件数だけではなく市町村では対応困難な問い合わせについて、県立図書館が対応
した件数や事例を掲載することで、県立図書館の役割が見えてくると思われる。

「広域型図書館」としての市町村支援については、昨年度から県内離島・本島間図書館相互貸借促進事業も開始し、離島への支援が充実
していることは評価するが、支援の対象図書館を広げる等さらなる支援についても検討が必要である。

また、利用者個人が県立図書館で借りた資料を近くの市立図書館で返却できるようにするなど、サービスの拡充に向けての検討も今後必
要と考える。

一括貸出について、学校への周知を図っているということだが、各教育事務所の校長会等での説明も必要ではないか。

「課題解決型図書館」の指標のひとつである市町村立図書館職員を対象にした研修会の開催については、前年度のアンケートから市町村
職員の要望をくみ取り実施する取組は評価できるので、今後も丁寧な対応を継続していただきたい。



（２）課題解決型図書館
番号 努力点 区分 推進項目 具体的な指標 評価

評価 評価

① 市町村立図書
館及び図書館
未設置町村へ
の支援

ア 市町村立図書館の職員
を対象にした研修計画
の策定と実施

・市町村立図書館職員
　を対象にした研修会
　開催回数

5

・昨年度のアンケートを受け、
研修内容を充実させたこともあ
り、参加人数も増え、目標値を
達成している。

5.0

②

・「子ども読書活動推
　進室」の利用回数

5

・毎月のお話会と本の相談会等
あらゆる機会を捉えて、推進室
の利用についてＰＲに努めたと
ころ、利用回数が大幅に増えて
いる。

・沖縄県読書推進運動
　協議会との連携行事
　への参加人数 5

・ビブリオバトル等新たな企画
を実施したこともあり、参加人
数が増えている。

コ 沖縄県図書館協会等と
の連携・協力

・沖縄県図書館協会主
　催講演会及び研修会
　への参加人数

5

・昨年度は台風による中止等も
なく計画通り研修が開催できた
こともあり、目標を達成でき
た。

（３）琉球・沖縄関係資料の中核的図書館
番号 努力点 区分 推進項目 具体的な指標 評価

評価 評価

① 郷土資料コレ
クションの形
成 － －

・郷土資料の受入冊数
1

・当初の目標値は宮古・八重山
分館を含めた平均値となってお
り、本館のみの数値（8075冊）
と比較すると目標値を達成して
いる。

4.0

ウ デジタル化郷土資料の
公開と文化事業の実施

・デジタル郷土資料の
　公開点数

3

②

・修復点数 5 4.3

・複製本作成冊数 5

（４）電子図書館
番号 努力点 区分 推進項目 具体的な指標 評価

評価 評価

① 付加価値の高
い情報発信 ア デジタルコンテンツの

作成・発信
・デジタル郷土資料の
　解説点数 4

・デジタル郷土資料の解説点数
については、目標値を達成して
いる。

4.0

② ネットワーク
のセンター的
機能構築の推
進

ア 沖縄県図書館総合目録
システムの機能充実と
参加館の拡大

・総合目録システム参
　加館数 4

･ 恩納村が参加したことに伴
い、１館増え、目標値を達成し
た。

4.0

基本方向別評価努力点別評価

地域活性化へ
向けた支援活
動の充実

ア

イ

郷土文化の保
存と次世代へ
の継承

子ども読書活動推進及
び文字・活字文化の振
興に関する市町村立図
書館への情報提供と連
携事業の実施

努力点別評価 基本方向別評価

5.0

・昨年度は、図書館協会主催の
研修会で招聘した県外講師を八
重山地区司書研修会に講師とし
て派遣したことが、好評であっ
た。

・子ども読書活動推進室の利用
回数が大幅に増えたことが高く
評価できる。

今後も受講者の要望を受けた研
修の内容の充実やイベントの企
画を工夫することで支援活動の
充実を図っていきたい。

5.0

4.3

総合評価
・新規事業の離島読書活動充実事業やビジネス支援充実事業等
を活用し、蔵書の充実が図られた。
　また、郷土資料が蔵書資料の４割を超え、琉球・沖縄関係資
料の中核的図書館としての役割を担ってきている。

・図書館サービスを享受できない県民に対し、移動図書館や協
力貸出、一括貸出を活用した読書機会の提供を図るとととも
に、読み聞かせや講演会等を開催することにより読書の楽しみ
方や読書活動の普及啓発を図ることができた。今後は更に学校
や福祉施設等支援の充実を図っていきたい。

・課題解決型図書館として、今後も起業・経営なんでも相談会
等関係機関等と連携した取組を充実させ、継続していく必要が
ある。

貴重資料保存計画（状
態調査・修復・保存措
置・複製）の策定

・図書館ホームページは、アク
セス数も増えており、今後も電
子図書館としての機能の充実を
図っていきたい。

・今年度も中城村護佐丸歴史資
料図書館の開館もあり、順次総
合目録システムへの参加を促し
ていきたい。

努力点別評価 基本方向別評価

・郷土資料の受入れについて
は、分館廃止分を考慮して評価
し目標は達成している。新館で
も核となる郷土資料については
今後も受入れに力を入れていき
たい。

・貴重資料の修復及び複製本の
作成については、予算を工面
し、大幅に目標を達成すること
ができた。今年度は古い貴重資
料の劣化度調査の新規事業を立
ち上げたこともあり、必要な調
査や修復等を行っていきたい。

4.2

4.0

・資料の修復点数、複製本作成
冊数及びデジタル郷土資料の公
開点数については、目標値を達
成した。


